
二次元コー二次元コー
ドからスマドからスマ
ホで質問のホで質問の
内容や録画内容や録画
が見られまが見られま
す。す。

二次元コー二次元コー
ドからスマドからスマ
ホで質問のホで質問の
内容や録画内容や録画
が見られまが見られま
す。す。

Q
．深
刻
な
運
転
手
不
足
と
利
用
低
迷
に
よ
り
、バ

．深
刻
な
運
転
手
不
足
と
利
用
低
迷
に
よ
り
、バ

ス
事
業
者
の
撤
退
及
び
路
線
廃
止
に
な
っ
た
。

ス
事
業
者
の
撤
退
及
び
路
線
廃
止
に
な
っ
た
。

交
通
弱
者
で
あ
る
高
齢
者
や
学
生
等
の
移
動
手

交
通
弱
者
で
あ
る
高
齢
者
や
学
生
等
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
た
め
、ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
、デ
マ

段
を
確
保
す
る
た
め
、ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
、デ
マ

ン
ド
交
通
乗
合
タ
ク
シ
ー「
か
と
く
る
」の
試
験

ン
ド
交
通
乗
合
タ
ク
シ
ー「
か
と
く
る
」の
試
験

運
行
を
開
始
し
た
。残
念
な
が
ら
香
取
市
全
域

運
行
を
開
始
し
た
。残
念
な
が
ら
香
取
市
全
域

の
運
行
に
は
な
っ
て
い
な
い
。実
施
経
過
と
現

の
運
行
に
は
な
っ
て
い
な
い
。実
施
経
過
と
現

状
は
。

状
は
。

A
．市
民
の
移
動
手
段
と
な
る
公
共
交
通
は
、バ
ス

．市
民
の
移
動
手
段
と
な
る
公
共
交
通
は
、バ
ス

等
の
利
用
者
の
減
少
に
加
え
乗
務
員
不
足
と
い

等
の
利
用
者
の
減
少
に
加
え
乗
務
員
不
足
と
い

っ
た
影
響
に
よ
り
、バ
ス
事
業
者
に
よ
る
路
線

っ
た
影
響
に
よ
り
、バ
ス
事
業
者
に
よ
る
路
線

維
持
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。令

維
持
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。令

和
６
年

和
６
年
1010
月
に
、バ
ス
路
線
の
統
廃
合
を
含
む

月
に
、バ
ス
路
線
の
統
廃
合
を
含
む

公
共
交
通
の
再
編
を
実
施
し
、山
田
地
区
、栗
源

公
共
交
通
の
再
編
を
実
施
し
、山
田
地
区
、栗
源

地
区
、佐
原
地
区
の
一
部
を
対
象
に
、香
取
市
デ

地
区
、佐
原
地
区
の
一
部
を
対
象
に
、香
取
市
デ

マ
ン
ド
交
通「
か
と
く
る
」の
実
証
運
行
を
開
始

マ
ン
ド
交
通「
か
と
く
る
」の
実
証
運
行
を
開
始

し
ま
し
た
。運
行
開
始
間
も
な
い
頃
か
ら
、市
民

し
ま
し
た
。運
行
開
始
間
も
な
い
頃
か
ら
、市
民

の
皆
様
よ
り
運
行
区
域
拡
大
に
関
す
る
要
望
が

の
皆
様
よ
り
運
行
区
域
拡
大
に
関
す
る
要
望
が

あ
り
、香
取
市
で
は
、今
年
度
運
行
区
域
の
拡
大

あ
り
、香
取
市
で
は
、今
年
度
運
行
区
域
の
拡
大

を
目
指
し
関
係
者
と
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

を
目
指
し
関
係
者
と
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

年
度
当
初
の
協
議
に
お
い
て
、実
証
運
行
開
始

年
度
当
初
の
協
議
に
お
い
て
、実
証
運
行
開
始

か
ら
少
な
く
と
も
１
年
間
、令
和
７
年
９
月
ま

か
ら
少
な
く
と
も
１
年
間
、令
和
７
年
９
月
ま

で
の
利
用
状
況
、交
通
事
業
者
の
経
営
に
ど
の

で
の
利
用
状
況
、交
通
事
業
者
の
経
営
に
ど
の

よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
を
踏
ま
え
た
上
で
、議

よ
う
な
影
響
が
あ
る
か
を
踏
ま
え
た
上
で
、議

論
を
行
い
た
い
と
い
う
交
通
事
業
者
か
ら
の
意

論
を
行
い
た
い
と
い
う
交
通
事
業
者
か
ら
の
意

見
を
尊
重
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。そ
の
際
、国

見
を
尊
重
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。そ
の
際
、国

へ
の
手
続
や
周
知
期
間
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、

へ
の
手
続
や
周
知
期
間
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、

本
年
度
内
の
運
行
区
域
拡
大
は
難
し
い
と
の
結

本
年
度
内
の
運
行
区
域
拡
大
は
難
し
い
と
の
結

論
に
至
り
、当
初
の
運
行
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

論
に
至
り
、当
初
の
運
行
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
か
と
く
る
」の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

ま
た
、「
か
と
く
る
」の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、

令
和
８
年
１
月
末
の
登
録
者
数
が
１
５
５
７
人
、

令
和
８
年
１
月
末
の
登
録
者
数
が
１
５
５
７
人
、

令
和
８
年
１
月
の
利
用
者
は
、区
域
運
行
は
延

令
和
８
年
１
月
の
利
用
者
は
、区
域
運
行
は
延

べ
４
６
３
人
、ル
ー
ト
運
行
は
延
べ
６
５
１
人

べ
４
６
３
人
、ル
ー
ト
運
行
は
延
べ
６
５
１
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
空
白
地
の
解
消
を

Q
．「
か
と
く
る
」を
全
域
に
広
げ
て
ほ
し
い
と
い

．「
か
と
く
る
」を
全
域
に
広
げ
て
ほ
し
い
と
い

う
の
が
、市
民
の
希
望
で
す
が
、な
か
な
か
そ
れ

う
の
が
、市
民
の
希
望
で
す
が
、な
か
な
か
そ
れ

が
か
な
わ
な
か
っ
た
。も
と
も
と
バ
ス
運
行
が

が
か
な
わ
な
か
っ
た
。も
と
も
と
バ
ス
運
行
が

あ
っ
た
小
見
川
北
地
区
・
西
地
区
、津
宮
・
大
倉

あ
っ
た
小
見
川
北
地
区
・
西
地
区
、津
宮
・
大
倉

地
区
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。特
に
利
根
川

地
区
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。特
に
利
根
川

北
岸
地
域
の
交
通
空
白
地
域
で
あ
る
津
宮
新
田
、

北
岸
地
域
の
交
通
空
白
地
域
で
あ
る
津
宮
新
田
、

大
倉
新
田
、小
見
川
新
田
、磯
山
等
の
新
島
東
側

大
倉
新
田
、小
見
川
新
田
、磯
山
等
の
新
島
東
側

地
区
の
今
後
の
見
通
し
は
。

地
区
の
今
後
の
見
通
し
は
。

A
．「
か
と
く
る
」の
運
行
開
始
か
ら
１
年
間
の
利
用

．「
か
と
く
る
」の
運
行
開
始
か
ら
１
年
間
の
利
用

状
況
を
踏
ま
え
、関
係
者
と
粘
り
強
く
協
議
し

状
況
を
踏
ま
え
、関
係
者
と
粘
り
強
く
協
議
し

た
結
果
、運
行
エ
リ
ア
の
拡
大
に
つ
い
て
理
解

た
結
果
、運
行
エ
リ
ア
の
拡
大
に
つ
い
て
理
解

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、令

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、令

和
７
年

和
７
年
1212
月
、香
取
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会

月
、香
取
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会

を
開
催
し
、令
和
８
年
４
月
か
ら
利
根
川
以
北

を
開
催
し
、令
和
８
年
４
月
か
ら
利
根
川
以
北

の
地
区
、小
見
川
の
北
地
区
、西
地
区
、佐
原
地

の
地
区
、小
見
川
の
北
地
区
、西
地
区
、佐
原
地

区
の
一
部
を
区
域
運
行
エ
リ
ア
に
追
加
す
る
こ

区
の
一
部
を
区
域
運
行
エ
リ
ア
に
追
加
す
る
こ

と
の
承
認
を
得
ま
し
た
。現
在
、実
証
運
行
エ
リ

と
の
承
認
を
得
ま
し
た
。現
在
、実
証
運
行
エ
リ

ア
の
拡
大
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。こ

ア
の
拡
大
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。こ

れ
に
よ
り
、香
取
市
の
大
部
分
が「
か
と
く
る
」

れ
に
よ
り
、香
取
市
の
大
部
分
が「
か
と
く
る
」

の
運
行
エ
リ
ア
に
含
ま
れ
る
た
め
、交
通
空
白

の
運
行
エ
リ
ア
に
含
ま
れ
る
た
め
、交
通
空
白

地
の
解
消
に
寄
与
す
る
と
考
え
ま
す
。

地
の
解
消
に
寄
与
す
る
と
考
え
ま
す
。

「
か
と
く
る
」運
行
エ
リ
ア
の

　
　
　
　
　
　
　
　

最
終
目
標
は

Q
．今
ま
で
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
が
、運
行
エ

．今
ま
で
な
か
な
か
進
ま
な
か
っ
た
が
、運
行
エ

リ
ア
の
拡
大
は
、か
な
り
大
き
な
前
進
だ
と
い

リ
ア
の
拡
大
は
、か
な
り
大
き
な
前
進
だ
と
い

う
こ
と
で
、大
変
評
価
が
で
き
る
。今
後
と
も
引

う
こ
と
で
、大
変
評
価
が
で
き
る
。今
後
と
も
引

き
続
き
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、一
部
ま
だ

き
続
き
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、一
部
ま
だ

残
っ
て
い
る
。最
終
目
標
は
ど
う
考
え
て
い
る

残
っ
て
い
る
。最
終
目
標
は
ど
う
考
え
て
い
る

か
。
か
。

A
．香
取
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、市
内

．香
取
市
地
域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、市
内

全
域
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

全
域
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

交
通
弱
者
に
自
宅
か
ら

　

目
的
地
ま
で
足
の
確
保
を

久く

保ぼ

木き 

宗そ
う

一い
ち 

議
員

Q
．超
高
齢
化
、少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
の
進
む

．超
高
齢
化
、少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
の
進
む

日
本
に
お
い
て
、労
働
力
人
口
の
急
速
な
減
少

日
本
に
お
い
て
、労
働
力
人
口
の
急
速
な
減
少

は
避
け
ら
れ
ず
、外
国
人
を
受
け
入
れ
共
存
・
共

は
避
け
ら
れ
ず
、外
国
人
を
受
け
入
れ
共
存
・
共

生
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
下
、香

生
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
下
、香

取
市
在
住
の
外
国
人
の
人
数
、国
籍
、年
齢
層
、

取
市
在
住
の
外
国
人
の
人
数
、国
籍
、年
齢
層
、

家
族
帯
同
者
数
は
。

家
族
帯
同
者
数
は
。

A
．外
国
人
住
民
登
録
者
数
は
１
９
９
２
人
で
、国

．外
国
人
住
民
登
録
者
数
は
１
９
９
２
人
で
、国

籍
別
の
人
数
は
ベ
ト
ナ
ム
が
４
８
６
人
、フ
ィ

籍
別
の
人
数
は
ベ
ト
ナ
ム
が
４
８
６
人
、フ
ィ

リ
ピ
ン
が
２
３
５
人
、タ
イ
が
２
１
９
人
、イ
ン

リ
ピ
ン
が
２
３
５
人
、タ
イ
が
２
１
９
人
、イ
ン

ド
ネ
シ
ア
が
２
１
１
人
、中
国
が
１
９
８
人
。年

ド
ネ
シ
ア
が
２
１
１
人
、中
国
が
１
９
８
人
。年

齢
層
別
人
数
は
、

齢
層
別
人
数
は
、1010
歳
未
満
が

歳
未
満
が
3737
人
、
人
、1010
代
が
１

代
が
１

０
５
人
、

０
５
人
、2020
代
が
８
１
４
人
、

代
が
８
１
４
人
、3030
代
が
４
６
６
人
、

代
が
４
６
６
人
、

4040
代
が
２
２
２
人
、

代
が
２
２
２
人
、5050
代
が
１
６
２
人
、

代
が
１
６
２
人
、6060
代
が
代
が

１
５
０
人
、

１
５
０
人
、7070
代
以
上
が

代
以
上
が
3636
人
と
な
り
ま
す
。外

人
と
な
り
ま
す
。外

国
人
の
扶
養
と
し
て
滞
在
す
る
外
国
人
配
偶
者

国
人
の
扶
養
と
し
て
滞
在
す
る
外
国
人
配
偶
者

や
子
供
の
人
数
は
１
１
０
人
、世
帯
数
は

や
子
供
の
人
数
は
１
１
０
人
、世
帯
数
は
6464
世

帯
と
な
り
ま
す
。

帯
と
な
り
ま
す
。

Q
．住
民
税
、国
保
税
の
収
納
率
及
び
加
入
者
数
は
。

．住
民
税
、国
保
税
の
収
納
率
及
び
加
入
者
数
は
。

A
．住
民
税
の
令
和
６
年
度
決
算
状
況
で
は
、香
取
市

．住
民
税
の
令
和
６
年
度
決
算
状
況
で
は
、香
取
市

全
体
の
調
定
額
が
６
億
６
１
２
３
万
６
３
５
８

全
体
の
調
定
額
が
６
億
６
１
２
３
万
６
３
５
８

円
、収
納
額
が
６
億
３
９
８
２
万
６
４
０
１
円
で

円
、収
納
額
が
６
億
３
９
８
２
万
６
４
０
１
円
で

収
納
率
は

収
納
率
は
9696・
7474
％
。外
国
人
の
み
の
調
定
額
が

％
。外
国
人
の
み
の
調
定
額
が

１
７
４
０
万
２
３
０
０
円
、収
納
額
が
１
２
９
５

１
７
４
０
万
２
３
０
０
円
、収
納
額
が
１
２
９
５

万
５
３
０
０
円
で
収
納
率
は

万
５
３
０
０
円
で
収
納
率
は
7474・
4545
％
と
な
り
ま

％
と
な
り
ま

す
。国
民
健
康
保
険
税
の
令
和
６
年
度
決
算
の
状

す
。国
民
健
康
保
険
税
の
令
和
６
年
度
決
算
の
状

況
は
、香
取
市
全
体
の
調
定
額
が

況
は
、香
取
市
全
体
の
調
定
額
が
1616
億
１
４
４
８

億
１
４
４
８

万
７
８
０
０
円
、収
納
額
が

万
７
８
０
０
円
、収
納
額
が
1515
億
４
４
２
９
万
２

億
４
４
２
９
万
２

０
１
８
円
で
収
納
率
は

０
１
８
円
で
収
納
率
は
9595・
6565
％
。外
国
人
の
み

％
。外
国
人
の
み

の
調
定
額
が
３
３
９
６
万
６
４
０
０
円
、収
納
額

の
調
定
額
が
３
３
９
６
万
６
４
０
０
円
、収
納
額

が
２
６
６
８
万
３
８
０
０
円
で
収
納
率
は

が
２
６
６
８
万
３
８
０
０
円
で
収
納
率
は
7878・
5656

％
と
な
り
ま
す
。国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
数
は
、

％
と
な
り
ま
す
。国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
数
は
、

１
３
０
０
人
程
度
と
な
り
ま
す
。

１
３
０
０
人
程
度
と
な
り
ま
す
。

Q
．外
国
人
の
収
納
率
が
日
本
人
よ
り
低
い
要
因
と

．外
国
人
の
収
納
率
が
日
本
人
よ
り
低
い
要
因
と

改
善
策
は
。

改
善
策
は
。

A
．要
因
と
し
て
賦
課
徴
収
の
仕
組
み
や
納
付
義
務

．要
因
と
し
て
賦
課
徴
収
の
仕
組
み
や
納
付
義
務

な
ど
、税
制
度
へ
の
理
解
が
十
分
で
な
い
こ
と

な
ど
、税
制
度
へ
の
理
解
が
十
分
で
な
い
こ
と

と
、日
本
語
に
よ
る
意
思
疎
通
に
難
し
さ
が
あ

と
、日
本
語
に
よ
る
意
思
疎
通
に
難
し
さ
が
あ

る
こ
と
な
ど
、と
考
え
ま
す
。

る
こ
と
な
ど
、と
考
え
ま
す
。

Q
．政
府
は
深
刻
な
人
材
不
足
に
対
応
す
る
た
め

．政
府
は
深
刻
な
人
材
不
足
に
対
応
す
る
た
め

2
0
2
8

2
0
2
8
年
末
ま
で
に
制
度
を
改
正
し
て
最
大

年
末
ま
で
に
制
度
を
改
正
し
て
最
大

約
1
2
3

1
2
3
万
人
の
外
国
人
受
け
入
れ
を
提
示
し

万
人
の
外
国
人
受
け
入
れ
を
提
示
し

て
い
る
が
、香
取
市
に
お
い
て
も
、今
後
さ
ら
に

て
い
る
が
、香
取
市
に
お
い
て
も
、今
後
さ
ら
に

外
国
人
材
が
増
え
る
こ
と
を
想
定
し
て
、共
生

外
国
人
材
が
増
え
る
こ
と
を
想
定
し
て
、共
生

社
会
に
向
け
た
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。そ

社
会
に
向
け
た
環
境
整
備
が
求
め
ら
れ
る
。そ

こ
で
、医
療
、教
育
環
境
で
の
問
題
点
は
な
い
か
。

こ
で
、医
療
、教
育
環
境
で
の
問
題
点
は
な
い
か
。

A
．香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
に
確
認
し
た
と

．香
取
お
み
が
わ
医
療
セ
ン
タ
ー
に
確
認
し
た
と

こ
ろ
、問
題
は
発
生
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

こ
ろ
、問
題
は
発
生
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で

す
。外
国
人
の
患
者
は
日
本
人
以
上
に
不
安
だ

す
。外
国
人
の
患
者
は
日
本
人
以
上
に
不
安
だ

と
推
察
さ
れ
る
た
め
、細
か
な
質
問
に
も
よ
り

と
推
察
さ
れ
る
た
め
、細
か
な
質
問
に
も
よ
り

丁
寧
に
答
え
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
と
聞
い
て

丁
寧
に
答
え
る
よ
う
対
応
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。教
育
面
で
は
、言
葉
の
関
係
で
不
登
校

い
ま
す
。教
育
面
で
は
、言
葉
の
関
係
で
不
登
校

と
な
っ
て
い
る
児
童
・
生
徒
は
い
な
い
た
め
弊

と
な
っ
て
い
る
児
童
・
生
徒
は
い
な
い
た
め
弊

害
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

害
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

Q
．生
活
習
慣
や
文
化
の
違
い
か
ら
く
る
ト
ラ
ブ
ル

．生
活
習
慣
や
文
化
の
違
い
か
ら
く
る
ト
ラ
ブ
ル

を
無
く
す
た
め
に
も
、相
談
窓
口
の
設
置
や
書

を
無
く
す
た
め
に
も
、相
談
窓
口
の
設
置
や
書

類
の
多
言
語
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

類
の
多
言
語
化
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
．現
在
行
っ
て
い
る
組
織
・
機
構
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、

．現
在
行
っ
て
い
る
組
織
・
機
構
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
、

外
国
人
に
特
化
し
た
も
の
が
あ
る
か
を
確
認
し
、

外
国
人
に
特
化
し
た
も
の
が
あ
る
か
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
相
談
窓
口
の
設
置
等
に
つ
い
て

必
要
に
応
じ
て
相
談
窓
口
の
設
置
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

Q
．外
国
人
材
と
共
存
・
共
生
す
る
た
め
の
課
題
と

．外
国
人
材
と
共
存
・
共
生
す
る
た
め
の
課
題
と

取
り
組
み
に
対
す
る
市
長
の
考
え
は
。

取
り
組
み
に
対
す
る
市
長
の
考
え
は
。

A
．
成
田
空
港
の
機
能
強
化
に
向
け
て
、各
国
の

．
成
田
空
港
の
機
能
強
化
に
向
け
て
、各
国
の

方
々
と
の
関
わ
り
合
い
が
増
え
る
と
思
い
ま

方
々
と
の
関
わ
り
合
い
が
増
え
る
と
思
い
ま

す
。私
が
参
画
し
て
い
る
国
際
交
流
協
会
で
は
、

す
。私
が
参
画
し
て
い
る
国
際
交
流
協
会
で
は
、

様
々
な
文
化
交
流
を
実
施
し
、各
国
の
方
々
の

様
々
な
文
化
交
流
を
実
施
し
、各
国
の
方
々
の

考
え
方
や
生
活
慣
習
な
ど
を
尊
重
し
な
が
ら
、

考
え
方
や
生
活
慣
習
な
ど
を
尊
重
し
な
が
ら
、

相
互
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
活

相
互
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
活

動
を
踏
ま
え
、多
文
化
共
生
に
着
眼
し
な
が
ら
、

動
を
踏
ま
え
、多
文
化
共
生
に
着
眼
し
な
が
ら
、

様
々
な
外
国
語
表
記
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

様
々
な
外
国
語
表
記
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

な
ど
細
や
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
た

な
ど
細
や
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。

河こ
う

野の 

節せ
つ

子こ 
議
員

香
取
市
に
お
け
る
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